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大切な支援者・協力者の皆様へ

2月～3月は5月からの進学に向かって試験や準備でタイの生徒たちにとって最も大事な時期です。同時に、EDF
の活動もこの時期には、学校から生徒たちの奨学金申請書を受け取り、その資料を基づき4月に入ると奨学金資
格のある学生たちを選定をして５月は新規の支援者からの奨学金の適用を行います。

この数十年にわたり、タイの社会では離婚、お年寄りに押し付けられた子どもたちという崩壊家庭が未だに深刻
な問題です。特にタイの貧しい農村では、大都会とは違い、離婚率が登録されていないためそのような地域にど
れぐらいの統計があるか測定できず正式な数字は把握できません。毎年学校を通して送付してもらっている奨
学金申請書から学生の状況をチェックしてみるとこの数年は祖父母に押し付けられた子どもたちの人数は減っ
ていません。経済発展と共に、物価も高くなり、生活のためには大都会に出稼ぎに行くしかありません。祖父母と
置かれた自分の子どもに仕送りをしていますが、自分自身も大変な事情で子どもに会いに帰れない親達は少な
くありません。

平均として東北地方の一世帯にあたり65歳～85歳のお年寄りの多くは2人～5人の孫の面倒を見なければなら
ないという姿がよく見られます。しかし、身体的な問題で仕事が十分出来ないことが多いです。日常生活を送るた
めに一番大事なのは食べるためのお金を稼ぐことです。このように大変な生活に耐えられない子どもたちは学
校をやめて単純労働者の市場に身を置かざるを得ません。

今回ご紹介する、ヤソトーン県に在住する12歳のターンちゃんの話しは、働けなくなった祖母の面倒を見ながら
家計を支えるために毎日働かなければならない頑張っている子の実態です。

このような子どもたちにとって「不足」というのは金銭的だけではなく将来の明るい道を開かせる「機会」と「希
望」そして、「教育」の不足は終りなく、貧困の連鎖が大きく横たわっているのです。今年の新学期に間に合わせる
ための2013年度の奨学金募集の締切は6月30日までです。一人でも多くの子どもたちに勉強の機会を与えるこ
とができるよう皆様の暖かいご支援のご検討をお願い申し上げます。
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「ほほえみの会」のイサーン訪問

2013年1月16-19日、日本の山梨県にあるダルニー奨学金の
連絡会の一つ「ほほえみの会」の代表の方をイサーン地方
の学校にご案内しました。当会の現在の奨学生がどのよう
に学校で勉強しているのかを実際にご覧戴くためナコンラ
ーチャシマー県のノンワータダム校にご案内した後、現在ノ
ンカイ県にいる大学生の一人（元奨学生）の家も訪問し、こ
の元奨学生のこれからの進路についての話をしました。ま
た、ノンカイ県から友好橋を渡り、首都のビェンチャンにあ
るEDF-Laosの事務局の活動を学ぶために訪問しました。こ
の旅行で経験して戴いたことを、ご帰国後、山梨県内の人々
を初め多くの方々に、タイの貧しい家庭の子どもたちの実状
を理解していただき、今後一層のご支援に繋げていって戴
ければと期待しています。

バンコク富山県人会のご支援提供

2013年2月18日　―　バンコク富山県人会の会長
を任意している川瀬高秋様（左手）より32,460バー
ツのご寄付金を戴きました。今回の暖かいご支援
は会員の皆様の年度のゴルフコンペで集められ
たものです。これは今年中学校進学する子どもた
ちに奨学金で提供します。

新川崎ロータリークラブのコラート県で
の奨学金寄贈式

2013年3月11日　－　日本の新川崎ロータリ
ークラブの会長の手塚文男氏は5名の会員と
一緒にナコンラチャシーマー県パクチョン郡
のニコムサーントンエンラクタコン第４校を
訪問。５月に中学校１年生になる15名への
奨学金（150,000バーツ）寄贈式が行われまし
た。その後、１ヶ所の奨学生の家庭も訪問しま
した。


